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細胞分子モーターの働きが脳の神経伝達や学習に関わる機構を解明 
 
ポイント；研究の概要 
! 細胞内の輸送タンパク、ミオシン Va の神経系における働きを、分子・細胞

レベルから高次脳機能へと至る一連の過程で解明することを目的とした研

究を行った。 

! 上記目的のため、ミオシン Va 遺伝子に変異を持つ突然変異マウスを用いて
研究した結果、このマウスの小脳プルキンエ細胞ではシナプス伝達を受容

する場所であるスパイン＊1に小胞体（細胞内 Ca2+ストア）と IP3レセプ
ターが欠如していた。 

! これによって、小脳のシナプス可塑性＊2である長期抑圧(LTD)＊3が誘発
されず、そのためこのマウスでは瞬目反射条件付け＊4による運動学習＊5
が成立しなかった。 

! マウスは、生後早期より歩行障害や痙攣などの神経症状を表すが、ヒトに
おいても重篤な神経症状を持つミオシン Va 遺伝性疾患が報告されている。 

! 本研究は、スパインという神経細胞の先端にあるローカルな場所でのミオ
シンVaの働きが、ヒトの遺伝性疾患の病因に関わっていることを示唆した。 

 
背景 
細胞内で絶えず新しく作られている様々な分子やオルガネラは、本来の働く

場所へと正確に運ばれて始めて機能することができる。細胞内には、数種類の

運び屋タンパク（モータータンパク）が存在するが、神経細胞のように長い突

起を持つ特異な形態をした細胞においては、神経伝達機能に関わる分子を細胞

体から遠く離れた局所へと運ぶモータータンパクの役割がことさら重要になる。

ミオシン Va は、主に細胞の辺縁でアクチン線維に沿って動きながら、小胞や分

泌顆粒、ｍRNA などをローカルに運ぶモータータンパクであり、ほ乳類では皮膚

や神経組織に豊富に発現している。しかながら、神経細胞におけるミオシン Va

の働きは、まだよく解明されておらず、特にどのような神経機能と結びついて

いるのかは分かっていなかった。 

 
研究の内容 
ミオシン Va 遺伝子に変異を持ち、そのためミオシン Va タンパクがほとんど
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